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日本企業の技術革新及び
中国との今後の協力
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めざましい中国経済の発展

出所：ロンドンエコノミスト誌（ ‘06年3月25日）
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日本の経済成長率

出所：内閣府　長期時系列統計

日本のGDP経済成長率％
1990年基準
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１９５０年～１９８０年の動向
社会経済動向

１９５０年代 ・重化学工業の発展
　　前半
１９５５年 ・イタイイタイ病発生（神通川流域）

１９５６年 ・水俣病発生

１９６０年 ・国民所得倍増計画 ・四日市公害深刻化（喘息等）
・静岡県田子の浦のヘドロ堆積

１９６４年 ・東京オリンピック開催

１９６５年 ・第二水俣病発生（阿賀野川流域）
１９６７年 ・公害対策基本法
１９６８年 ・日本のGNP世界第2位

１９７０年 ・大阪万国博覧会開催 ・光化学スモッグ被害　東京で頻発

１９７１年 ・環境庁発足

１９７３年 ・第四次中東戦争 ・第一次石油危機
　　　・最高値　US$１１.６５/ｂｂｌ

１９７４年 ・IEA（International　Energy　Agency）の
　の発足

１９７８年 ・第二次石油危機
　　　　・最高値　US$３４/ｂｂｌ

１９７９年 ・省エネルギー法
・イラン革命

１９８０年 ・石油代替エネルギー法

注）石油価格はアラビアンライト。石油危機前の価格帯はUS$１～２/ｂｂｌで推移。

公害発生・石油危機

・高度経済成長策の推進

高
度
経
済
成
長
と
公
害
発
生
の
時
期

石
油
価
格
の
変
動
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日本の四大公害病

出所：Web．Japan、環境ｇooなど

病名 水俣病
場所 熊本県

水俣湾
生産品 アセトアルデヒド

（酢酸、酢酸ビニルの原料）

原因 工場廃液に含まれる

メチル水銀
認定患者 12,617名

病名 イタイイタイ病
場所 富山県

神通川流域
生産品 亜鉛
原因 精錬後に発生する工場

廃液中のカドミウム
認定患者 183名

病名 新潟水俣病
場所 新潟県

阿賀野川流域
生産品 アセトアルデヒド

（酢酸、酢酸ビニルの原料）

原因 工場廃液に含まれる

メチル水銀
認定患者 317名

病名 四日市ぜんそく
場所 三重県

四日市市
生産品 ナフサ、エチレンなど

石油化学コンビナート
原因 　の排煙に含まれる

　硫黄酸化物
認定患者 817名



6

原油価格の推移

出所：石油情報センター
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原油価格の高騰

7月14日付け日経新聞記事

ニューヨーク市場で

7月13日に

WTI 期近8月物で

過去最高更新

US$７６．４０/ｂｂｌまで上昇
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日本の省エネ技術の成果
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出所：IEA　Energy　Balance　２００４

GDP当たりエネルギー利用効率
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日本企業の省エネ・環境技術

出所：日本マーケットシェア事典２００６（矢野経済研究所）、日経各紙より
9
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日本企業による研究開発中の
省エネ・環境技術

出所：日経エコロジー 2004年７月号
10
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ＪＵＫＩの省エネ製品

省エネミシン

単位生産量当たり

消費電力３８％削減

1996年7月発売   2005年8月発売
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ＪＵＫＩの環境負荷対応製品

無給油ミシン

旧機種 新機種
機種名 MO-6700S MO-6100D
発売時期 2002年8月 2002年8月
初期油量 ８００　ｃｃ ６００　ｃｃ
油交換（年2回）　11,200　ｃｃ 　　　－
グリス 　　　－ ４０　ｃｃ
注１）油はタービン油の一種で、JUKI特殊仕様

注２）油交換は、７年間の標準的ミシン稼動を前提

注３）グリス４０ｃｃは、ティースプーン１５～２０杯程度

　　7年間の油量（リットル）　１２．０　→　０．６
　　　　使用油量　１／２０に削減
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ＪＵＫＩの環境マネジメント

13



14

ＪＵＫＩの省エネ・省資源活動の例

Ⅰ．使用電力の削減

全員 ・離席時のパソコンモニターの電源オフ
・昼休みの消灯

・パソコンCRTの液晶化
業務上 ・廊下蛍光灯の間引き

・白熱電球のパルックボールへの変更

Ⅱ．コピープリンター用紙の削減

全員 ・裏紙印刷、縮小印刷
・社内会議でのプロジェクター活用

業務上 ・販促資料のCD化
・電子掲示板による社内連絡、文書の代替

出所：JUKI社内の環境目標一覧表から抜粋 14
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JUKI社内のリサイクルステーション設置

15



16

化石燃料の可採年数

石油 天然ガス 石炭
可採年数 ４１年 ６７．１年 １９２年
確認可採 １１,４８０億ｂｂｌ １７６兆㎥ ９,８４５億ｔ
埋蔵量
年生産量 ２８０億ｂｂｌ ２．６兆㎥ ５１９億ｔ
出典：BP　statistics 2004
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おわりに

中国との今後の科学技術分野の

協力において、とりわけ、省エネルギー

環境技術分野での交流が重要

ご清聴ありがとうございました
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